
 

 

PRESS RELEASE 

2019 年 7 月 22 日 

アッヴィ、広島県・国立大学法人広島大学と、肝炎対策の推進に係る連携に関する協定を締結 
 

� 2019 年 7 月 18 日、広島県庁にて、広島県・国立大学法人広島大学、アッヴィ合同会

社による、県民の肝炎対策の推進に係る連携に関する協定の締結式を開催 

� 日本の肝炎撲滅に向けた、アッヴィ初の官民学の連携 

 
アッヴィ合同会社（本社：東京都港区、社長 ： ジェームス・フェリシアーノ）は、2019 年 7 月 18 日、

広島県庁にて、広島県・国立大学法人広島大学、アッヴィ合同会社による、県民の肝炎対策の推

進に係る連携に関する協定の締結式を開催しました。締結式には、広島県の湯﨑英彦知事、国立

大学法人広島大学の越智光夫学長、およびアッヴィ合同会社社長のジェームス・フェリシアーノが

参列のうえ協定書に署名をし、今後の広島県における肝炎対策の推進に向けた連携を誓い合いま

した。 

           

この度の協定では、以下の項目において、3 者が連携をしていきます。 

1.  肝疾患の啓発に関すること （肝炎ウイルス検査受検・受診・受療の啓発等） 

2. ひろしま肝疾患コーディネーターに関すること （研修会の開催等） 

3. 肝炎ウイルス陽性者のフォローアップに関すること （肝炎ウイルス陽性者を専門医に繋

げる取組の強化等） 

4. その他県民の健康増進に関すること （日本肝炎デーにおける広報活動等） 



 

 

 

アッヴィは、WHO が掲げるグローバルレベルでの肝炎撲滅の実現にむけて、日本においても、一

人でも多くの肝炎ウイルスに感染している患者さんが早期に検診と診断を受け、適切な治療により、

肝硬変、肝臓がんへの進行を抑制することができるよう、これまでも啓発活動を続けてきました。 

 

アッヴィ合同会社社長のジェームス・フェリシアーノは、以下のように述べています。 

「現在、日本において、肝炎ウイルスに感染しているにもかかわらず、検診や診断への適切なアク

セスを有せず、治療に至っていない潜在的患者さんがいらっしゃいます。アッヴィは、弊社が持つノ

ウハウや経験を駆使し、地方自治体、医療関係者の皆さまと連携することで、その課題をできるだ

け早期に解決し、肝炎撲滅を目指すことが、弊社の企業責任でもあると捉えています。 

この度、これまでも先駆的な肝炎対策を行い成果をあげてこられた広島県庁、また、拠点病院とし

て、国内外の研究者・行政関係者と一体となり、肝炎対策を推進されている広島大学と、肝炎対策

の推進に係る連携協定締結に至りましたことを、大変うれしく思います。これを機に、世界にさきが

け、日本で一日も早い肝炎撲滅が実現できるよう、弊社としても最大限の努力をしてまいる所存で

す」 

 

 

アッヴィについて 

アッヴィは、グローバルな研究開発型のバイオ医薬品企業です。世界で最も複雑かつ深刻な疾患

に対する、革新的な先進治療薬の開発を行っています。その専門知識、献身的な社員、イノベーシ

ョン実現に向けた独自の手法を通じて、免疫疾患、がん、ウイルスおよび神経疾患の 4 つの主要

治療領域での治療を大きく向上させることをミッションに掲げています。世界中の人々が持つ健康

上の課題への解決策を進歩させるため、75 カ国以上の国でアッヴィ社員が日々取り組んでいます。

アッヴィの詳細については、www.abbvie.com をご覧ください。Twitter アカウント@abbvie、

Facebook、LinkedIn や Instagram でも情報を公開しています。 

 

日本においては、1,000 人を超える社員が、医療用医薬品の開発、輸入、製造販売に従事してい

ます。自己免疫疾患、新生児、肝疾患、神経疾患、がんの各領域を中心に、患者さんの生活に大

きく貢献できることを願っています。詳しくは、www.abbvie.co.jp をご覧ください。 


